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●
は
じ
め
に

南
イ
ン
ド
の
ケ
ー
ラ
ラ
州
の
農
村

で
、
結
婚
の
際
に
新
婦
か
ら
新
郎
ま
た

そ
の
親
族
に
渡
る
財
産
で
あ
る
「
結
婚

持
参
金
」（
以
下
、
ダ
ウ
リ
ー
と
す
る
）

の
実
態
を
調
査
し
た
と
き
の
こ
と
だ
。

そ
の
村
の
住
民
は
、
筆
者
に
必
ず
「
結

婚
は
済
ん
で
い
る
の
か
」
と
聞
い
た
。

未
婚
で
あ
る
と
分
か
る
と
、
即
座
に
年

齢
を
聞
い
た
。
二
〇
代
前
半
で
あ
る
と

答
え
る
と
村
の
人
々
の
表
情
は
陰
り
、

さ
ら
に
男
兄
弟
が
お
ら
ず
、
妹
が
二
人

い
る
と
分
か
る
と
「
も
う
終
わ
り
だ
」

と
言
わ
ん
ば
か
り
の
哀
れ
み
の
表
情
を

み
せ
る
。
こ
の
や
り
と
り
は
調
査
の
過

程
で
何
度
と
な
く
繰
り
返
さ
れ
た
。

イ
ン
ド
社
会
で
は
、
人
は
結
婚
を
経

て
一
人
前
の
男
性
／
女
性
と
認
め
ら

れ
、
結
婚
は
絶
対
視
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
ム
ス
リ
ム
の
間
で
は
、「
一
八
歳
を

超
え
た
女
性
は
な
か
な
か
子
ど
も
を
産

め
な
く
な
り
、
要
求
さ
れ
る
ダ
ウ
リ
ー

の
額
が
上
が
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
る
」

た
め
、
女
性
は
一
〇
代
の
う
ち
に
結
婚

を
「
済
ま
せ
る
」。
そ
の
う
え
、
筆
者

の
よ
う
に
姉
妹
ば
か
り
だ
と
十
分
な
ダ

ウ
リ
ー
を
用
意
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、

「
良
い
」
結
婚
相
手
を
み
つ
け
る
こ
と

は
ま
す
ま
す
難
し
い
。
二
〇
代
、独
身
、

三
姉
妹
と
い
う
「
悪
条
件
」
を
そ
ろ
え

た
女
は
、
娘
の
結
婚
を
気
に
か
け
る
村

の
人
々
に
と
っ
て
同
情
に
値
す
る
存
在

だ
っ
た
。

ケ
ー
ラ
ラ
社
会
で
は
、
法
律
で
禁
止

さ
れ
て
い
る
ダ
ウ
リ
ー
が
近
年
ま
す
ま

す
高
額
化
し
、
未
婚
の
娘
を
抱
え
る
家

族
の
心
理
的
、
経
済
的
な
負
担
と
化
し

て
い
る
。
イ
ン
ド
国
立
応
用
経
済
研
究

所
（
Ｎ
Ｃ
Ａ
Ｅ
Ｒ
）
の
調
査
に
よ
れ
ば
、

イ
ン
ド
で
最
も
結
婚
費
用
が
高
額
な
地

域
は
ケ
ー
ラ
ラ
と
デ
リ
ー
で
あ
り
、
現

金
の
ダ
ウ
リ
ー
の
平
均
額
が
最
も
高
額

な
地
域
も
ケ
ー
ラ
ラ
で
あ
る
（
参
考
文

献
③
）。
し
か
し
、
多
く
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
が
母
系
制
度
下
に
あ
っ
た
か
つ
て

の
ケ
ー
ラ
ラ
で
、
ダ
ウ
リ
ー
は
一
般
的

な
慣
習
で
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
ム
ス

リ
ム
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
は
、
夫
が
妻
に

婚
資
（
マ
フ
ル
）
を
贈
与
す
る
こ
と
を

結
婚
の
慣
わ
し
と
し
、
ダ
ウ
リ
ー
の
慣

習
化
は
近
年
の
現
象
で
あ
る
。
本
稿
で

は
、
一
九
世
紀
末
以
降
の
母
系
制
改
革

の
歴
史
を
概
観
し
、
ケ
ー
ラ
ラ
に
位
置

す
る
一
農
村
の
事
例
か
ら
ナ
ー
ヤ
ル

（
旧
母
系
制
カ
ー
ス
ト
）
と
ム
ス
リ
ム

の
結
婚
慣
習
の
変
化
を
、
ダ
ウ
リ
ー
の

慣
習
化
に
着
目
し
な
が
ら
考
察
す
る
。

な
お
、
本
稿
で
の
事
例
は
、
イ
ン
ド
全

域
に
共
通
す
る
現
象
と
し
て
一
般
化
で

き
な
い
こ
と
を
述
べ
て
お
き
た
い
。

●
ナ
ー
ヤ
ル
の
母
系
制
改
革

ケ
ー
ラ
ラ
の
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
社
会
に
お

い
て
、
バ
ラ
モ
ン
に
次
ぐ
上
位
カ
ー
ス

ト
で
あ
る
ナ
ー
ヤ
ル
は
、
か
つ
て
母
系

制
度
下
に
あ
っ
た
。
ナ
ー
ヤ
ル
は
母
系

大
家
族
の
こ
と
を
「
タ
ラ
ワ
ー
ド
」
と

呼
ぶ
。
タ
ラ
ワ
ー
ド
は
母
、
姉
妹
、
兄

弟
を
中
心
と
し
て
、
母
の
姉
妹
の
子
ど

も
、
そ
の
子
ど
も
で
あ
る
う
ち
の
姉
妹

の
子
ど
も
、
と
い
う
よ
う
に
母
系
の
血

縁
関
係
に
よ
っ
て
成
り
立
ち
、
姉
妹
の

夫
、
兄
弟
の
妻
と
そ
の
子
孫
を
含
ま
な

い
。
娘
が
な
け
れ
ば
家
系
が
途
絶
え
る

た
め
、
娘
の
誕
生
は
財
産
相
続
の
要
で

あ
り
、
喜
び
を
持
っ
て
迎
え
ら
れ
た
。

婚
姻
関
係
は
「
サ
ン
バ
ン
ダ
ム
」
と
呼

ば
れ
た
。
地
域
差
は
あ
っ
た
が
、
サ
ン

バ
ン
ダ
ム
を
結
ん
だ
場
合
、
夕
食
後
に

夫
が
妻
の
タ
ラ
ワ
ー
ド
を
訪
れ
一
晩
を

共
に
過
ご
し
、
朝
食
前
に
自
分
の
タ
ラ

ワ
ー
ド
に
帰
る
と
い
う
妻つ

ま

問ど
い

婚こ
ん

も
存
在

し
た
。
妻
は
夫
と
別
れ
た
後
違
う
男
性

と
サ
ン
バ
ン
ダ
ム
を
結
ん
だ
り
、
夫
の

死
後
に
新
た
に
サ
ン
バ
ン
ダ
ム
を
結
ん

だ
り
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
て
い
た
。
イ

ン
ド
の
他
の
地
域
や
カ
ー
ス
ト
で
、
寡

婦
が
過
酷
な
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
る

状
況
に
比
べ
る
と
、
ナ
ー
ヤ
ル
の
女
性

に
は
大
き
な
自
由
が
認
め
ら
れ
て
い
た

と
い
え
る
。
財
産
の
個
人
所
有
は
認
め

ら
れ
ず
、
財
産
は
タ
ラ
ワ
ー
ド
の
共
有

財
と
し
て
最
年
長
男
性
で
あ
る
家
長
の

管
理
下
に
置
か
れ
、
家
長
の
地
位
と
共

に
叔
父
か
ら
甥
へ
相
続
さ
れ
た
。

植
民
地
化
に
際
し
て
イ
ギ
リ
ス
よ
り

司
法
制
度
が
導
入
さ
れ
、
母
系
制
度
に

途上国の
出会いと結婚
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インド・ケーララの結婚 ―結婚慣習の変化と現在―

様
々
な
法
的
解
釈
が
加
え
ら
れ
る
な
か

で
、
ナ
ー
ヤ
ル
の
間
の
婚
姻
関
係
の
解

釈
は
特
に
重
要
な
問
題
と
さ
れ
た
。
英

語
教
育
を
受
け
た
ナ
ー
ヤ
ル
の
新
中
間

層
は
、
一
妻
多
夫
を
認
め
、
離
婚
す
る

こ
と
も
容
易
な
サ
ン
バ
ン
ダ
ム
を
、
イ

ギ
リ
ス
植
民
地
政
府
に
「
野
蛮
」
な
慣

習
と
み
ら
れ
た
こ
と
に
対
し
て
強
い
拒

否
反
応
を
示
し
、
立
法
に
よ
っ
て
サ
ン

バ
ン
ダ
ム
を
法
的
な
婚
姻
関
係
と
す
る

こ
と
を
目
指
し
た
。
ナ
ー
ヤ
ル
は
一
八

九
六
年
に
母
系
制
に
関
わ
る
最
初
の
立

法
で
あ
る
「
マ
ラ
バ
ー
ル
婚
姻
法
」
を

成
立
さ
せ
た
後
、
次
々
と
法
案
を
提

示
し
、
サ
ン
バ
ン
ダ
ム
の
法
的
な
認

知
、
妻
子
の
庇
護
権
の
家
長
（
母
系
家

族
の
最
年
長
男
性
）
か
ら
夫
・
父
親
へ

の
移
行
、
タ
ラ
ワ
ー
ド
の
共
有
財
産
の

分
割
等
を
要
求
し
て
い
っ
た
（
参
考
文

献
①
）。
一
九
一
〇
年
代
以
降
、
ケ
ー

ラ
ラ
中
部
・
南
部
で
は
、
婚
姻
と
し
て

サ
ン
バ
ン
ダ
ム
が
合
法
化
さ
れ
、
妻
子

遺
産
相
続
権
な
ど
が
法
的
に
定
め
ら
れ

た
。
ま
た
、
ケ
ー
ラ
ラ
北
部
で
は
一
九

三
三
年
に
「
マ
ド
ラ
ス
・
マ
ル
マ
ッ
カ

タ
ー
ヤ
ム
法
」（
マ
ル
マ
ッ
カ
タ
ー
ヤ

ム
は
母
系
制
の
意
味
）が
制
定
さ
れ
た
。

本
法
は
、
サ
ン
バ
ン
ダ
ム
に
合
法
的
婚

姻
と
し
て
の
正
当
性
を
認
め
た
ほ
か
、

タ
ラ
ワ
ー
ド
の
共
有
財
産
に
吸
収
さ
れ

な
い
個
人
財
産
の
所
有
を
合
法
化
し
、

タ
ラ
ワ
ー
ド
を
実
質
的
に
解
体
す
る
原

動
と
な
っ
た
（
参
考
文
献
②
）。
こ
れ

ら
の
法
律
は
そ
の
後
修
正
を
重
ね
ら

れ
、
一
九
七
六
年
の
「
ケ
ー
ラ
ラ
合
同

家
族
制
度（
廃
止
）法
」の
成
立
を
も
っ

て
母
系
制
度
は
法
的
に
廃
止
さ
れ
た
。

●
ナ
ー
ヤ
ル
の
結
婚
慣
習
の
現
在

調
査
地
の
Ｎ
村
は
、
ケ
ー
ラ
ラ
北
部

に
位
置
し
、
ム
ス
リ
ム
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
、

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
が
混
住
す
る
地
で
あ

る
。
Ｎ
村
の
ナ
ー
ヤ
ル
の
母
系
制
時
代

は
、
結
婚
後
に
夫
が
妻
の
家
族
と
共
に

暮
ら
す
妻
方
居
住
を
と
り
、
結
婚
の
際

に
女
性
の
移
動
は
な
く
、
ダ
ウ
リ
ー
の

慣
習
も
存
在
し
な
か
っ
た
。

ま
ず
、
母
系
制
時
代
を
経
験
し
た
女

性
の
語
り
を
紹
介
し
た
い
（
な
お
、
本

稿
に
お
け
る
被
調
査
者
の
発
言
は
、
二

〇
一
〇
年
八
月
お
よ
び
二
〇
一
一
年
二

〜
三
月
の
二
回
に
分
け
て
実
施
し
た
聞

き
取
り
調
査
に
基
づ
く
。名
前
は
仮
名
、

年
齢
は
調
査
時
点
の
も
の
で
あ
る
）。

九
〇
歳
の
リ
ー
ラ
ン
マ
は
結
婚
に
つ

い
て
、「
ま
ず
父
が
選
ん
だ
男
性
と
結

婚
し
た
が
、
早
婚
で
全
く
幸
せ
で
な

か
っ
た
。
そ
の
男
性
は
私
の
家
に
や
っ

て
来
た
け
れ
ど
、
私
が
受
け
入
れ
な

か
っ
た
た
め
一
年
後
に
家
を
去
っ
た
。

私
は
一
九
三
五
年
に
一
五
歳
で
再
婚
し

た
。
こ
れ
は
恋
愛
結
婚
だ
っ
た
。
夫
が

私
の
家
に
来
た
の
で
、
彼
の
家
族
に
財

産
が
渡
る
こ
と
は
な
か
っ
た
」と
話
し
、

母
系
家
族
に
関
し
て
は
「
私
の
姉
妹
の

夫
も
一
緒
に
住
ん
だ
。
家
長
は
私
の
叔

父
で
、
大
き
な
権
力
を
持
ち
、
こ
の
家

の
建
築
費
用
な
ど
全
て
の
お
金
の
使
い

途
を
決
め
た
」
と
語
っ
た
。
リ
ー
ラ
ン

マ
は
六
人
兄
妹
（
四
女
二
男
）
で
あ
り
、

彼
女
の
兄
妹
の
結
婚
は
全
て
母
系
制
に

従
っ
て
妻
方
居
住
を
と
っ
た
。

現
在
リ
ー
ラ
ン
マ
は
、
姉
の
息
子
と

そ
の
妻
と
子
ど
も
た
ち
、
も
う
一
人
の

姉
の
未
婚
の
娘
と
息
子
、
妹
の
息
子
と

そ
の
妻
と
暮
ら
し
て
い
る
。
一
九
八
五

年
に
結
婚
し
た
姉
の
息
子
は
妻
を
迎
え

入
れ
た
。
つ
ま
り
、
リ
ー
ラ
ン
マ
の
甥

の
世
代
の
結
婚
は
妻
方
居
住
で
は
な
く

夫
方
居
住
に
移
行
し
て
い
た
。

リ
ー
ラ
ン
マ
の
姉
の
長
男
の
妻
は
、

彼
女
の
両
親
か
ら
「
贈
り
物
」
と
し
て

い
く
ら
か
金
（
ゴ
ー
ル
ド
）
を
受
け
取

り
、
嫁
い
で
き
た
。
こ
の
金
は
長
男
の

名
義
で
家
を
買
う
た
め
に
用
い
た
と
い

う
。
次
男
の
妻
も
一
〇
ソ
ブ
リ
ン
金
貨

（
当
時
の
ル
ピ
ー
建
て
価
格
は
一
万
七

五
〇
〇
ル
ピ
ー
）
を
贈
り
物
と
し
て
持

参
し
、
次
男
の
名
義
で
家
を
買
う
た
め

に
利
用
し
た
。
リ
ー
ラ
ン
マ
は
、「
新

婦
の
家
族
に
金
を
要
求
す
る
こ
と
は
一

切
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
は

ダ
ウ
リ
ー
で
は
な
い
」
と
強
調
し
て
話

し
た
。
リ
ー
ラ
ン
マ
の
妹
の
息
子
の
妻

は
、両
親
か
ら
三
〇
ソ
ブ
リ
ン
金
貨（
九

万
三
七
五
〇
ル
ピ
ー
）
を
贈
り
物
と
し

て
受
け
と
っ
た
が
、
こ
れ
も
「
ダ
ウ

リ
ー
で
は
な
い
」。
こ
の
金
は
、
妻
自

身
が
イ
ヤ
リ
ン
グ
を
購
入
す
る
た
め
に

使
い
、
残
り
は
銀
行
に
貯
金
し
た
と
い

う
。リ

ー
ラ
ン
マ
の
よ
う
に
、
Ｎ
村
の

ナ
ー
ヤ
ル
は
ダ
ウ
リ
ー
の
受
け
渡
し
を

否
定
し
、
ダ
ウ
リ
ー
を
社
会
悪
だ
と

強
く
批
判
し
た
。「
母
系
制
度
は
ダ
ウ

リ
ー
の
慣
習
を
も
た
な
か
っ
た
。
だ
か

ら
ナ
ー
ヤ
ル
に
は
今
も
ダ
ウ
リ
ー
は
な

い
」（
六
八
歳
男
性
）、「
ダ
ウ
リ
ー
は

ム
ス
リ
ム
や
テ
ィ
ー
ヤ
ル
な
ど
の
下
位

カ
ー
ス
ト
に
広
ま
っ
て
い
る
」（
三
七

歳
女
性
）
と
い
い
、
多
く
が
「
要
求
し

て
い
な
い
／
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
ダ
ウ

リ
ー
で
は
な
く
、
娘
に
対
す
る
贈
り
物

で
あ
る
」
と
主
張
す
る
。
母
系
家
族
が

解
体
さ
れ
た
現
在
、
Ｎ
村
の
ナ
ー
ヤ
ル

の
結
婚
慣
習
に
「
ダ
ウ
リ
ー
」
が
登
場

し
た
と
い
う
当
事
者
の
証
言
を
得
る
こ

と
は
で
き
な
か
っ
た
。確
か
な
こ
と
は
、

当
事
者
が
ダ
ウ
リ
ー
を
否
定
す
る
根
拠

に
、
結
婚
時
の
財
産
贈
与
が
新
婦
に
対

す
る
そ
の
両
親
の
自
発
的
な「
贈
り
物
」

で
あ
る
こ
と
と
、
母
系
制
の
歴
史
ゆ
え

に
ダ
ウ
リ
ー
が
根
付
か
な
い
と
い
う
二

点
が
語
ら
れ
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
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一
方
で
、
マ
ラ
ヤ
ー
ラ
ム
語
（
ケ
ー

ラ
ラ
の
言
語
）
の
日
曜
新
聞
に
掲
載
さ

れ
る
ナ
ー
ヤ
ル
の
求
婚
広
告
を
み
る

と
、
求
婚
者
の
Ｐ
Ｒ
の
最
後
に
「
一
切

の
要
求
（
デ
ィ
マ
ン
ド
）
な
し
」
と
記

載
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
英
語
の
デ
ィ

マ
ン
ド
が
現
地
語
化
し
て
ダ
ウ
リ
ー
を

暗
に
示
す
言
葉
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い

る
の
だ
。
ま
た
、
ナ
ー
ヤ
ル
の
カ
ー
ス

ト
組
織
で
あ
る
ナ
ー
ヤ
ル
奉
仕
協
会

（
Ｎ
Ｓ
Ｓ
）
の
コ
ー
リ
コ
ー
ド
ゥ
支
部

で
働
く
ナ
ー
ヤ
ル
女
性
は
、
ダ
ウ
リ
ー

に
つ
い
て
「
ケ
ー
ラ
ラ
南
部
の
ナ
ー
ヤ

ル
は
オ
ー
プ
ン
。
ケ
ー
ラ
ラ
北
部
の

ナ
ー
ヤ
ル
は
ア
ン
ダ
ー
テ
ー
ブ
ル
」
と

発
言
し
、
ナ
ー
ヤ
ル
の
間
で
も
水
面
下

に
ダ
ウ
リ
ー
の
授
受
が
あ
る
こ
と
を
示

唆
し
た
。地
元
の
社
会
運
動
家
も「
ナ
ー

ヤ
ル
は
ク
リ
ー
ン
な
イ
メ
ー
ジ
を
維
持

す
る
た
め
に
ダ
ウ
リ
ー
の
実
態
を
隠
し

て
い
る
の
だ
」と
い
う
。
さ
ら
に
近
年
、

ナ
ー
ヤ
ル
の
間
で
も
女
児
堕
胎
が
増
加

傾
向
に
あ
る
と
報
告
さ
れ
て
い
る
（
参

考
文
献
④
）。
女
子
を
家
族
に
抱
え
る

こ
と
に
よ
る
何
ら
か
の
「
負
担
感
」
が

存
在
す
る
証
左
で
あ
ろ
う
。
母
系
制
時

代
の
女
児
誕
生
の
喜
び
は
、
現
在
、
薄

れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

●
ム
ス
リ
ム
の
結
婚
と
ダ
ウ
リ
ー

ダ
ウ
リ
ー
を
根
絶
す
べ
き
社
会
悪
だ

と
す
る
認
識
は
Ｎ
村
の
住
民
に
一
致
し

て
い
た
が
、
ナ
ー
ヤ
ル
は
そ
の
授
受
行

為
を
強
く
否
定
す
る
一
方
で
、
ム
ス
リ

ム
は
ど
の
よ
う
に
ダ
ウ
リ
ー
資
金
を
獲

得
し
た
か
、
ま
た
、
な
ぜ
ダ
ウ
リ
ー
を

要
求
す
る
の
か
を
語
り
、
両
者
は
対
照

的
な
様
相
を
呈
し
た
。

ま
ず
、
Ｎ
村
の
ム
ス
リ
ム
指
導
者
の

発
言
を
紹
介
し
た
い
。

「
毎
週
金
曜
日
に
モ
ス
ク
で
ダ
ウ

リ
ー
は
社
会
悪
だ
と
話
す
。
本
来
ム
ス

リ
ム
の
結
婚
と
い
う
も
の
は
、
ニ
カ
ー

フ
（
婚
姻
）
の
際
に
、
マ
フ
ル
を
新
郎

が
新
婦
に
渡
す
、
そ
し
て
、
新
婦
の
父

親
が
『
娘
を
与
え
る
』
と
新
郎
に
い
い
、

新
郎
が
『
新
婦
の
生
活
全
て
を
保
障
す

る
』
と
彼
に
誓
う
、
そ
れ
だ
け
だ
。
今

は
そ
の
時
に
、
ダ
ウ
リ
ー
の
授
受
は
な

い
と
い
う
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。
マ

フ
ル
の
額
は
家
庭
の
経
済
地
位
が
高
け

れ
ば
金
だ
が
、
貧
困
層
で
は
二
〇
〇
〜

三
〇
〇
ル
ピ
ー
程
度
の
も
の
だ
。

と
こ
ろ
が
、
湾
岸
（
ガ
ル
フ
）
諸
国

へ
移
住
し
た
ム
ス
リ
ム
が
、
ガ
ル
フ
の

地
元
民
と
交
流
し
、
そ
の
文
化
を
持
ち

帰
っ
て
、
こ
の
村
に
消
費
文
化
を
築
い

て
い
る
。
こ
れ
が
ダ
ウ
リ
ー
の
慣
習
化

に
影
響
し
て
い
る
の
だ
。」

Ｎ
村
の
ム
ス
リ
ム
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で

は
、
一
九
六
〇
年
前
後
に
ダ
ウ
リ
ー
の

慣
習
化
が
始
ま
り
、
一
九
八
〇
年
代
に

ダ
ウ
リ
ー
の
慣
習
が
定
着
、
一
九
九
〇

年
代
以
降
は
そ
の
額
が
高
額
化
し
た
。

ケ
ー
ラ
ラ
で
は
現
金
と
金
を
組
み
合
わ

せ
て
ダ
ウ
リ
ー
と
す
る
こ
と
が
一
般
的

だ
が
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
は
金
の
価
格

高
騰
の
影
響
を
受
け
て
、
ダ
ウ
リ
ー
の

総
額
の
さ
ら
な
る
上
昇
を
招
い
た
。
現

在
、
マ
フ
ル
が
「
儀
礼
化
」
し
、
そ
の

何
倍
も
の
ダ
ウ
リ
ー
を
新
婦
が
支
払
う

こ
と
が
一
般
化
し
て
い
る
が
、
八
九
歳

の
女
性
は
、「
一
九
三
六
年
に
結
婚
し

た
際
、
わ
ず
か
な
金
の
マ
フ
ル
を
夫
か

ら
も
ら
っ
た
だ
け
で
、
ダ
ウ
リ
ー
は
な

か
っ
た
」
と
話
し
た
。
ま
た
、
一
九
四

八
年
に
結
婚
し
た
男
性
（
八
〇
歳
）
は
、

「
当
時
慣
習
的
な
ダ
ウ
リ
ー
は
な
く
、

二
一
ル
ピ
ー
の
マ
フ
ル
を
渡
し
た
の

み
」
と
語
り
、
一
九
三
〇
年
代
か
ら
一

九
四
〇
年
代
に
ダ
ウ
リ
ー
は
慣
習
化
し

て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。

ム
ス
リ
ム
指
導
者
も
証
言
し
た
よ
う

に
、
ム
ス
リ
ム
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
け

る
ダ
ウ
リ
ー
の
慣
習
化
に
は
、
ガ
ル
フ

へ
の
移
住
労
働
者
の
送
金
が
作
用
し
て

い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
ケ
ー
ラ
ラ
州
の

海
外
へ
の
移
住
労
働
者
数
は
、
イ
ン
ド

の
他
州
と
比
較
し
て
も
群
を
抜
い
て
多

く
、
海
外
移
住
先
に
は
圧
倒
的
に
ガ
ル

フ
諸
国
が
多
く
選
ば
れ
る
。Ｎ
村
で
は
、

特
に
ム
ス
リ
ム
か
ら
「
ダ
ウ
リ
ー
は
ガ

ル
フ
で
働
く
父
親
／
親
戚
／
兄
弟
の
送

金
で
賄
っ
た
」、「
娘
の
ダ
ウ
リ
ー
を
得

る
た
め
に
ガ
ル
フ
へ
移
住
し
た
」
等
の

声
が
聞
か
れ
、
ガ
ル
フ
で
の
労
働
が
ダ

ウ
リ
ー
の
支
払
い
の
手
段
と
し
て
機
能

し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

新
郎
が
ダ
ウ
リ
ー
を
結
婚
後
に
ガ
ル
フ

へ
移
住
す
る
資
金
源
と
し
た
り
、
離
婚

し
た
ム
ス
リ
ム
女
性
が
娘
の
ダ
ウ
リ
ー

の
た
め
に
自
ら
ガ
ル
フ
で
家
事
労
働
者

と
し
て
働
い
た
り
も
す
る
。

一
方
で
、
貧
困
家
庭
で
は
時
に
は
ダ

ウ
リ
ー
の
た
め
に
家
を
売
却
す
る
事
態

も
発
生
す
る
。
次
に
ム
ス
リ
ム
の
貧
困

家
庭
の
事
例
を
紹
介
し
た
い
。

一
九
九
八
年
に
一
五
歳
で
結
婚
し
た

レ
ス
ラ
は
、
結
婚
前
に
オ
ー
ト
リ
キ

シ
ャ
（
三
輪
タ
ク
シ
ー
、以
下
オ
ー
ト
）

の
運
転
手
を
し
て
い
た
夫
か
ら
二
〇
ソ

ブ
リ
ン
金
貨
（
六
万
ル
ピ
ー
）
と
七
万

五
〇
〇
〇
ル
ピ
ー
を
要
求
さ
れ
た
が
、

全
額
払
う
こ
と
が
で
き
ず
に
、
一
〇
ソ

ブ
リ
ン
金
貨
と
五
万
ル
ピ
ー
を
支
払
っ

た
。
結
婚
の
祝
宴
は
ダ
ウ
リ
ー
の
援
助

を
求
め
る
た
め
に
大
規
模
に
行
い
、
そ

こ
で
得
た
お
金
を
ダ
ウ
リ
ー
と
し
て
支

払
っ
た
。
結
婚
後
も
夫
の
親
族
は
残
り

の
額
を
度
々
要
求
し
、
夫
は
彼
女
に
暴

力
を
ふ
る
っ
た
。
そ
の
後
三
回
に
分
け

て
五
ソ
ブ
リ
ン
金
貨
と
オ
ー
ト
を
渡
し

た
が
、
な
お
も
ダ
ウ
リ
ー
の
要
求
は
続

き
、
離
婚
し
た
。
レ
ス
ラ
は
現
在
生
家
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に
戻
っ
て
い
る
。

彼
女
の
父
親
は
、「
ダ
ウ
リ
ー
に
は

反
対
だ
が
、
全
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
ダ
ウ

リ
ー
は
拡
大
し
て
い
る
た
め
、
ダ
ウ

リ
ー
を
無
く
す
こ
と
は
無
理
だ
」
と

語
っ
た
。
実
際
、
二
〇
〇
〇
年
に
結
婚

し
た
レ
ス
ラ
の
兄
は
、
妻
側
家
族
に
一

〇
万
ル
ピ
ー
と
二
五
ソ
ブ
リ
ン
金
貨

（
七
万
五
〇
〇
〇
ル
ピ
ー
）
を
要
求
し

た
。
こ
れ
は「
別
の
妹
の
ダ
ウ
リ
ー
と
、

結
婚
後
に
も
要
求
さ
れ
続
け
て
い
た
レ

ス
ラ
の
ダ
ウ
リ
ー
を
支
払
う
た
め
に
や

む
を
得
な
か
っ
た
」
の
だ
と
い
う
。
別

の
妹
は
、
兄
の
結
婚
と
同
年
に
一
四
歳

で
学
校
を
退
学
し
、
二
〇
ソ
ブ
リ
ン
金

貨
（
六
万
ル
ピ
ー
）
と
七
万
五
〇
〇
〇

ル
ピ
ー
を
持
参
し
て
結
婚
し
た
。

こ
の
事
例
で
兄
が
妹
の
ダ
ウ
リ
ー
の

た
め
に
妻
の
家
族
に
ダ
ウ
リ
ー
を
要
求

し
た
よ
う
に
、
受
け
取
っ
た
ダ
ウ
リ
ー

の
用
途
に
は
結
婚
祝
宴
の
費
用
と
と
も

に
「
娘
の
ダ
ウ
リ
ー
資
金
」
が
挙
げ
ら

れ
る
こ
と
が
多
い
。つ
ま
り
、ダ
ウ
リ
ー

が
新
婦
自
身
の
た
め
に
用
い
ら
れ
な
い

ば
か
り
か
、
そ
の
ダ
ウ
リ
ー
は
新
郎
自

身
や
そ
の
家
族
に
残
る
資
産
と
も
な
ら

ず
、
新
郎
の
姉
妹
の
結
婚
資
金
と
し
て

他
の
家
族
に
渡
る
と
い
う
よ
う
に
、
ダ

ウ
リ
ー
が
循
環
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

レ
ス
ラ
の
妹
は
わ
ず
か
一
四
歳
で
学
校

を
辞
め
て
兄
の
嫁
が
持
参
し
た
ダ
ウ

リ
ー
を
持
っ
て
嫁
い
だ
。
結
婚
の
時
期

は
、
特
に
ダ
ウ
リ
ー
の
支
払
い
が
困
難

な
家
族
の
場
合
、
兄
弟
な
い
し
姉
妹
の

結
婚
時
期
に
規
定
さ
れ
る
と
い
え
る
。

●
お
わ
り
に

Ｎ
村
の
人
々
は
、
概
し
て
ダ
ウ
リ
ー

を
「
社
会
悪
」
だ
と
捉
え
る
が
、
同
じ

村
に
あ
っ
て
も
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
よ
っ

て
ダ
ウ
リ
ー
に
対
す
る
認
識
や
そ
の

実
態
は
異
な
る
。
ム
ス
リ
ム
の
間
で

は
、
ガ
ル
フ
移
民
の
送
金
も
作
用
し
て

一
九
六
〇
年
代
頃
か
ら
ダ
ウ
リ
ー
が
慣

習
化
し
た
。
ダ
ウ
リ
ー
の
違
法
性
を
認

識
し
な
が
ら
も
、
娘
を
結
婚
さ
せ
る
た

め
に
は
そ
の
支
払
い
は
や
む
を
得
な
い

と
し
、
娘
の
ダ
ウ
リ
ー
を
息
子
の
結
婚

時
に
そ
の
新
婦
に
要
求
す
る
こ
と
も
あ

る
。
一
方
で
、
ナ
ー
ヤ
ル
の
人
々
は
、

ダ
ウ
リ
ー
の
実
態
そ
の
も
の
を
強
く
否

定
し
、
娘
の
結
婚
時
に
は
金
の
「
贈
り

物
」
を
娘
自
身
に
与
え
て
い
る
が
、
そ

れ
は
「
要
求
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
」

た
め
に
ダ
ウ
リ
ー
で
は
な
い
と
主
張
し

た
。
ま
た
、
母
系
制
の
過
去
を
引
き
合

い
に
出
し
た
り
、
ダ
ウ
リ
ー
を
他
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
慣
習
だ
と
主
張
し
た
り

し
な
が
ら
、
歴
史
的
に
裏
付
け
ら
れ
た

「
ナ
ー
ヤ
ル
」
と
い
う
カ
ー
ス
ト
集
団

の
特
殊
性
に
ダ
ウ
リ
ー
を
否
定
す
る
根

拠
を
求
め
る
。

Ｎ
村
の
人
々
に
ダ
ウ
リ
ー
の
何
が

「
問
題
」
だ
と
考
え
る
か
問
う
と
、
ダ

ウ
リ
ー
を
用
意
で
き
な
い
限
り
結
婚
で

き
な
い
こ
と
や
近
所
の
人
に
借
金
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
だ
と
い
う
答
え

が
返
っ
て
き
た
。
現
在
の
ケ
ー
ラ
ラ
に

は
、
家
計
が
破
綻
し
て
も
要
求
さ
れ
た

額
の
ダ
ウ
リ
ー
を
工
面
し
て
娘
を
嫁
が

せ
る
よ
う
に
、「
結
婚
絶
対
主
義
」
と

い
う
べ
き
も
の
が
確
立
し
て
い
る
。
結

婚
し
な
け
れ
ば
一
人
前
の
男
性
／
女
性

と
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
や
、
結
婚
時
に

男
性
が
女
性
に
「
当
然
」
金
品
を
要
求

で
き
る
と
い
う
状
況
は
概
し
て
不
問
に

付
さ
れ
、
結
婚
を
重
視
す
る
姿
勢
は
男

女
と
も
に
変
わ
ら
な
い
。

結
婚
を
重
視
す
る
価
値
観
が
維
持
さ

れ
る
一
方
、
家
族
制
度
の
変
化
、
労
働

移
動
の
増
加
、
消
費
文
化
の
浸
透
と

い
っ
た
様
々
な
社
会
変
容
の
な
か
で
、

結
婚
慣
習
も
変
化
を
み
た
。
こ
の
こ
と

が
、
今
日
、
娘
を
抱
え
る
家
族
の
経
済

状
況
と
女
性
の
地
位
に
大
き
な
意
味
を

も
た
ら
し
て
い
る
。

（
こ
ば
や
し　

ま
り
え
／
ア
ジ
ア
経
済
研

究
所　

図
書
館
）
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